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１．組織の概要 

 

・事業所名及び代表者⽒名 

 

サンデン商事株式会社 

代表取締役 甲⽥ 滿洲雄 

 

・所在地 

 

本社：      東京都港区新橋４−２４−１１ 

五反⽥⽀社： 東京都品川区東五反⽥１−８−１２ 

⼤阪事務所： ⼤阪市中央区北久宝寺町４−３−１２ 

 

 

・環境管理責任者⽒名及び担当者連絡先 

 

環境管理責任者 

 本社特品部：    染澤 泰弘  TEL：03-3432-5621  FAX：03-3434-3666 

Ｅメール：somezawa@sanden-shoji.co.jp  

 

環境管理事務局 

システム事業部：  ⾼⽥ 佳幸  TEL：03-3440-6051  FAX：03-3440-6053 

Ｅメール：y.takada@sanden-shoji.co.jp 

  

・事業活動の内容 

 

シール、パッキン、真空機器、電材、業務⽤⾳響機器、OA 機器、システム開発、 

及び⾷品等の総合商社 

 

・事業の規模 

 

  主要製品の⽣産量・出荷額     29 億円／2021 年度 
 本社 五反⽥⽀社 ⼤阪事務所 

従業員数 36 名 8 名 2 名 

延床⾯積 303.67 ㎡ 190 ㎡ 66 ㎡ 

 

 

・EA21 対象範囲 

 

登録組織名： サンデン商事株式会社 

対象範囲： 全組織・全活動 
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２．環境経営⽅針 

 

【基本理念】 

『 為 最 徳 如 浄 気 』（さいとくをなするば，きをきよめるがごとし）  

 

これは，我々⽣物にとって必要不可⽋な空気を誰からも誉められることがないとしても，常に浄化する気持ちをもち続け，実⾏して
いくことこそ⼀番の環境保護であり改善であるという当社の環境理念です。地球環境の保全及び維持は，⼈間⾃体の健康で⽂化的
な⽣活に⽋くことのできない条件であり，⾃然界の摂理に従い，⽣態系の微妙なバランスを保って⼈間のエゴで崩すことない⾃然環境
型によって成り⽴っています。 

 当社は，⼈類の存続の基盤である環境が，⼈間活動による環境への負担によって損なわれる恐れが⽣じてきていることを考え，現
在および将来の世代の⼈間が健全な環境の恵沢を享受するとともに⾃然環境が将来に適切に保全していくことができるよう努⼒して
参ります。 

 さらに，資源の有効活⽤と環境汚染の予防に取り組むとともに，環境に優しい商品，技術と経営の先端情報を提供する商社と
して，環境にかかわる情報を積極的に提供致します。 

 

【環境経営活動の重点項⽬】 

１．電⼒・⾃動⾞燃料の消費に伴う⼆酸化炭素排出量の削減 

２．使⽤原材料の省資源・廃棄物の３R（減量，再使⽤，再⽣利⽤）の推進 

３．⽔資源の節約 

４．グリーン購⼊の推進 

５．環境に配慮した製品の開発及び販売促進 

 

これらについて，環境⽬標・活動計画を定め，定期的に⾒直しを⾏ない，継続的な改善に努め，環境関連法規制や当社が約
束したことを遵守いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制定⽇：2019 年 11 ⽉ 1 ⽇ 



- 4 - 
 

３．環境経営組織図 及び 役割・責任・権限表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

代表取締役  甲⽥ 満洲雄 

環境管理責任者 

染澤 泰弘 

環境事務局 

⾼⽥ 佳幸 
EA21 推進委員会 

環境経営組織図 

⼤阪事務所 

本社 担当  

染澤 泰弘 

電材部 特品部 

五反⽥⽀社 担当 

陳 頌豪 

システム開発 



- 5 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EA21 推進委員会 

代表者（代表取締
役） 

環境管理責任者 

環境事務局 

各拠点担当 

全従業員 

・ 環境経営に関する統括責任 

・ 環境経営⽅針の策定・⾒直し・従業員への周知 

・ 環境経営に必要な⼈、設備、費⽤、時間の準備 

・ 環境管理責任者を任命 

・ 実施体制の構築と全従業員への周知 

・ 経営における課題とチャンスの明確化 

・ 代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰を実施 

・ 環境経営レポートの承認 

・ 環境経営システムの構築、実施、管理 

・ 環境経営⽬標・環境経営計画を確認 

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・ 環境経営レポートの確認 

・ 環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

・ 環境負荷並びに環境への取組の⾃⼰チェックの実施 

・ 環境経営⽬標、環境経営計画原案の作成 

・ 環境経営計画の実績集計 

・ 環境関連法規等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施 

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓⼝ 

・ 環境経営レポートの作成、公開 

（事務所に備え付け及び地域事務局への送付） 

・ 環境経営⽬標、環境経営計画の伝達 

・ 社員の意思統⼀、意⾒交換及び相互・全体評価の実施 

・ 各々の実施状況、⽬標達成状況、問題点などの報告 

・ 効果的な環境活動に向けての提案・意⾒の交換 

・ ⾃部⾨における環境経営システムの実施 

・ ⾃部⾨の従業員に対する教育訓練の実施 

・ ⾃部⾨に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

・ 特定された項⽬の⼿順書作成及び運⽤管理 

・ ⾃部⾨の特定された緊急事態への対応のための⼿順書作成 

 テスト、訓練を実施、記録の作成 

・ ⾃部⾨の問題点の発⾒、是正、予防処理の実施 

・ 環境経営⽅針の理解と環境への取組の重要性を⾃覚 

・ 決められたことを守り、⾃主的かつ積極的に環境活動へ参加 

環境経営 役割・責任・権限表 
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４．環境経営⽬標・環境経営⽬標の実績 

本社 − 中・⻑期⽬標  ※ 個別に記載がない場合、基準年度は 2011 年度（2010 年 10 ⽉〜2011 年 9 ⽉） 

 
基準年度（2011 年度） 

中・⻑期⽬標 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 

1. ⼆酸化炭素排出量削減     

・電気（kg-CO2） 43,161 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

・ガソリン/軽油（kg-CO2） 30,880 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

・都市ガス（kg-CO2） 131 

（基準年度：2017 年度） 
基準年度以下 基準年度以下 基準年度以下 

CO2 合計（kg-CO2） 79,407 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

2. 廃棄物排出量削減     

・⼀般廃棄物（ｔ） 7.7 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

・産業廃棄物（ｔ） 実績なし ― ― ― 

3. 総排⽔量削減（㎥） 把握できない 節⽔に努める 節⽔に努める 節⽔に努める 

4. グリーン購⼊（％） 9.7 

（基準年度：2016 年度） 
基準年度以上 基準年度以上 基準年度以上 

5. 環境配慮製品「⾼機能パッキン
（カルレッツ）」の販売（万円） 

23,346 

（基準年度：2017 年度） 基準年度以上 基準年度以上 基準年度以上 

※ CO2 排出係数は、R3 年度 東京電⼒エナジーパートナー㈱の調整後排出係数 0.447kg-CO2/kWh を使⽤しました。 

2021 年度運⽤結果（2020 年 10 ⽉〜2021 年 9 ⽉） 

 基準年度（2011 年度） ⽬ 標 実 績 達成状況 

1. ⼆酸化炭素排出量削減     

・電気（kg-CO2） 43,161 37,982 36715 ○ 

・ガソリン/軽油（kg-CO2） 30,880 27,175 19061 ○ 

・都市ガス（kg-CO2） 131 

（基準年度：2017 年度） 
基準年度以下 164 ✕ 

CO2 合計（kg-CO2） 79,407 69,878 56597 ○ 

2. 廃棄物排出量削減     

・⼀般廃棄物（ｔ） 7.7 6.8 2.0 ○ 

・産業廃棄物（ｔ） 実績なし ― ― ― 

3. 総排⽔量削減（㎥） 把握できない ― ― ― 

4. グリーン購⼊（％） 9.7 

（基準年度：2016 年度） 
基準年度以上 31.6 ○ 

5. 環境配慮製品「⾼機能パッキン
（カルレッツ）」の販売（万円） 

23,346 

（基準年度：2017 年度） 基準年度以上 22.801 ✕ 

○：⽬標達成   △：⽬標未達成但し基準年より改善   ✕：⽬標未達成  

五反⽥⽀社 − 中・⻑期⽬標  ※ 個別に記載がない場合、基準年度は 2011 年度（2010 年 10 ⽉〜2011 年 9 ⽉） 

 
基準年度（2011 年度） 

中・⻑期⽬標 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 
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1. ⼆酸化炭素排出量削減     

・電気（kg-CO2） 40,525 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

・ガソリン/軽油（kg-CO2） ― ― ― ― 

・都市ガス（kg-CO2） ― ― ― ― 

CO2 合計（kg-CO2） 40,525 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

2. 廃棄物排出量削減     

・⼀般廃棄物（ｔ） 3.6 △ 12％ △ 14％ △ 16％ 

・産業廃棄物（ｔ） 2.0 
（基準年度：2017 年度） 基準年度以下 基準年度以下 基準年度以下 

3. 総排⽔量削減（㎥） 139 基準年度以下 基準年度以下 基準年度以下 

4. グリーン購⼊（％） 45.9 
（基準年度：2016 年度） 基準年度以上 基準年度以上 基準年度以上 

5. 環境配慮製品「⾼機能パッキン
（カルレッツ）」の販売（万円） 

対象品⽬なし 
― ― ― 

※ CO2 排出係数は、R3 年度 東京電⼒エナジーパートナー㈱の調整後排出係数 0.447kg-CO2/kWh を使⽤しました。 

2021 年度運⽤結果（2020 年 10 ⽉〜2021 年 9 ⽉） 

 基準年度（2011 年度） ⽬ 標 実 績 達成状況 

1. ⼆酸化炭素排出量削減     

・電気（kg-CO2） 40,525 35,662 22,660 ○ 

・ガソリン/軽油（kg-CO2） ― ― ― ― 

・都市ガス（kg-CO2） ― ― ― ― 

CO2 合計（kg-CO2） 40,525 35,662 22,660 ○ 

2. 廃棄物排出量削減     

・⼀般廃棄物（ｔ） 3.6 3.2 0.3 ○ 

・産業廃棄物（ｔ） 2.0 
（基準年度：2017 年度） 

基準年度以下 3.5 ✕ 

3. 総排⽔量削減（㎥） 139 基準年度以下 70 ○ 

4. グリーン購⼊（％） 45.9 
（基準年度：2016 年度） 基準年度以上 26.3 ✕ 

5. 環境配慮製品「⾼機能パッキン
（カルレッツ）」の販売（万円） 

対象品⽬なし 
― ― ― 

○：⽬標達成   △：⽬標未達成但し基準年より改善   ✕：⽬標未達成  

 

 

５．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の取組内容 

本社： 

環境経営計画 取組結果と評価 次年度の取組内容 

⼆酸化炭素排出量削減 

＜電気＞ 

① 担当者による空調温度チェックと調整 

 

・ 室温管理の徹底を⼼がけました。 

・ クールビズ/ウォームビズのキャンペーンを社

 
 

・ 継続して実施するようにします。 

・ 節電を意識します。 
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② 空調温度の適正化（冷房 28℃、暖
房 22℃） 

③ クールビズ・ウォームビズ実施 

④ こまめな消灯 

員に周知し協⼒を呼びかけました。 

・ 使⽤していない部屋の消灯を徹底しま
した。 

→ 電気代削減⽬標値を達成できまし
た。 

・ 室温管理の更なる徹底を意識します。 

⼆酸化炭素排出量削減 

＜ガソリン・軽油＞ 

① ドライバーへのエコ運転指導・啓蒙 

② 停⾞時のアイドリングストップの励⾏ 

③ 急加速・急停⾞の防⽌ 

④ 定期的にタイヤ空気圧をチェック 

⑤ 冷房の控えめ使⽤ 

 

・ エコドライブの意識向上を図りました。 

→ 安全運転に効果がありました。 

 

・ 引き続きエコ運転の指導を徹底します。 

・ ⾞両利⽤の効率化を検討します。 

廃棄物排出量削減 

<⼀般廃棄物＞ 

① 分別の徹底と担当者の⾒回り 

② 印刷物の削減意識向上 

③ 紙類のリサイクルやごみの資源化 

④ ミスコピーの削減 

⑤ シュレッダー排紙のリサイクル化 

⑥ 電⼦メディアによるペーパーレス化 

 

・ 紙ゴミ類の資源化に努⼒しました。 

・ 紙利⽤から電⼦媒体の積極的利⽤を
促進しました。 

→ 意識改⾰が継続してきています。 

 

・ 引き続き分別を徹底すること、および再
資源化を⼼がけるよう努⼒を継続しま
す。 

 

・ 無駄な印刷を避けるようにします。 

総排⽔量の削減 

① 節⽔の呼びかけ実施 
 

 

・ 定量把握はできませんが、節⽔シールを
貼るなどして意識向上を図っています。 

 

・ 節⽔の意識を継続的に向上させていき
ます。 

グリーン購⼊ 

① グリーン購⼊を意識するよう、周知徹
底を図る 

 

 

・ グリーン商品の購⼊の意識が定着しつ
つあります。 

 

・ 購⼊時にチェックすることを⼼がけるよ
う、継続的に意識向上を図ります。 

環境配慮製品「⾼機能パッキン（カルレ
ッツ）」の販売促進 

① ロングライフ製品、⾼機能パッキンの販
売促進 

② ⾼機能製品の紹介、⼊替促進 

 

・ 販売努⼒がみられますが、コロナ禍によ
り売り上げ全体が影響を受けていま
す。 

 

・ 積極的に営業・販売するよう努⼒しま
す。 

・ 新たな環境配慮製品の模索を続け、
環境保護経営を意識します。 

 

五反⽥⽀社： 

環境経営計画 取組結果と評価 次年度の取組内容 

⼆酸化炭素排出量削減 

＜電気＞ 

① 空調温度のチェックと調整 

② 空調温度の適正化（冷房 28℃、暖
房 22℃） 

③ クールビズ・ウォームビズ実施 

④ 使⽤していないスペースの消灯および
昼休み等休憩時の消灯 

 

・ 意識して消灯を⼼がけました。 

・ エアコン使⽤時に温度を意識するように
しました。 

→ 電気代削減⽬標値を達成できまし
た。 

 

・ 使⽤していないスペースの消灯を徹底し
ていきます。 

 

・ 適切な室温管理の⼼がけを継続しま
す。 
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廃棄物排出量削減 

＜⼀般廃棄物＞ 

① 分別の徹底と担当者の⾒回り 

② 印刷物の削減意識向上 

③ 紙類のリサイクルやごみの資源化 

④ ミスコピーの削減 

⑤ シュレッダー排紙のリサイクル化 

⑥ 電⼦メディアによるペーパーレス化 

 

・ 分別、再資源化の努⼒が継続されてい
ます。 

→ 廃棄物削減に効果がありました。 

 

・ 分別の徹底と、再資源化をさらに意識
するようにします。 

廃棄物排出量削減 

<産業廃棄物＞ 

① 分別の徹底とリサイクル化の促進 

② リサイクル業者の選定と連携強化 

③ リサイクル保管場所の確保 

 

・ 分別を徹底しました。  

・ リサイクルを意識しました。 

→ 意識付けが継続しています。 

 

・ 引き続き分別を徹底すること、およびリ
サイクルできるものは積極的に業者と
連携するようにします。 

・ 節約と物資の⻑期利⽤を⼼がけます。 

総排⽔量の削減 

① 節⽔シール貼付とポスター等による啓
蒙活動実施 

② 環境教育等による意識向上 
 

 

・ 節⽔シールの貼付等により節⽔意識の
向上が図られています。 

 

 

・ 節⽔活動を継続して実施します。 

グリーン購⼊ 

① グリーン購⼊の強化 

② 事務⽤品の⾒直し 
 

 

・ 限界を感じますが、グリーン商品の購⼊
の意識付けができていると思います。 

 

・ 引き続き意識して向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

６．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果 ならびに違反、訴訟等の有無 

当社に適⽤される主な環境関連法規は以下の通りで、9 ⽉ 30 ⽇遵守評価の結果、これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 

 

適⽤関連環境法規等 適⽤される事項 

（事業活動、施設、物質等） 

遵守状況の確認・評価 

廃棄物処理法 

品川区・港区 廃棄物条例 

廃プラ等の産廃 

事業系⼀般ごみ 

委託契約等 

問題無し 

消防法 
防⽕管理者選任（届出） 

消防計画の策定（届出） 

届出・標識等 

問題無し 
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７．代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰の結果 

弊社は社員⼀丸となって環境経営及び品質保全活動を⾏っています。今期も⻑引くコロナ禍の影響を⼤きく受けて経済活

動の停滞が⾒られました。そのような中でも社内では、整理整頓、廃棄物の分別の徹底等、環境保護に役⽴つ活動を実施して

まいりました。コロナの影響により社内での活動が増えたことなどは電⼒・ガスといったエネルギーの利⽤増加につながったようですが、

今後も効率的な利⽤と適切な節約を意識して営業活動をするよう従業員に徹底していきます。これらの点を社内で周知し実践

するよう指⽰しています。引き続きグローバル社会における責任を果たしサステイナブル社会の発展に貢献し継続的に環境改善に

取り組んでまいります。 

（以上） 


